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薬袋印字システム導入後の薬待時間の調査
音田郁子
小松島赤十字病院薬剤部
要旨
患者サービスの向上として薬待時間の短縮が一層望まれている。当院薬剤部では待時間短縮のために従来より種々の
工夫を行ってきた。今回薬袋印字システムが導入されたので、 導入前後の薬待時間調査の結果を報告する。システム導
入により、 薬袋書記での時間が大幅に短縮され、 そのため薬待時間は、短縮される傾向にある。将来的に入院処方へも
使用範囲を広げることにより、 調剤時間の短縮をはかり、生じた時間での服薬指導、DI活動等の充実を目指したいと
考えている。
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はじめに
薬待時間の短縮は薬剤部における患者サービスの向
上として、以前より、望まれてきた。当院での、処方
筆枚数はTable.1に示す様に、 年々増加し、内容的
にも 1枚あたりの調剤数は増加する傾向にある。それ
に伴い、待時間も増加する傾向にあった。この待時間
の短縮のために、以前より調剤の合理化を色々と試み
てきた(Table.2)。今回薬袋印字システム(Table.3) 
を導入するに到り、外来患者の薬待時間の調査を行・った
のでその結果を報告する。
調査方法
期間
導入前 :平成 8年 4月16日から22日までの 5日間
(土、日はのぞく )
導入後:平成 8年 7月1日から12日までの10日間
(土、日はのぞく)
方法
受付番号50番ごとに処方筆受付時間とできあがり時
間を調査 した。(ただし 1番は10番で代用)
以前のデータと比較するために従来から当薬剤部で
行ってきた待時間調査方法を用いた。
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Table. 1 薬剤部の仕事量と待ち時間
1日司Z吟l 裁の待ち時間 〈分〉
処方鐙枚数(枚〉 平均 ピー ク
平成4年 940. 2 23. 8 44. 8
5年 989. 0 45. 0 76. 0 
6年 996. 6 4. 0 7. 0 
7年 1040. 0 データな し
8年 1062. 0 58. 0 9. 0 
※処方枚数の内訳は入院 (230~250/ 日 )+外来
Table. 2 調剤の合理化および待時間短縮のための工夫点
(1)散薬 繁用散薬の予包化と市販散楽 ヒー トの購入
繁用散薬の予包化
(仰
パン 卜シン散3.0g 酸化マグネシウム1.5g 
分 3 14日分
フェノパール散100昭 分 2 14日分
炭酸カルシウム 19/包 14包 他
市販散薬 ヒー トの購入
例
マーズレンS頼粒 0.67g/包 0.5g/包
19/包
ノイエルs0.5g/包 他
(2)錠剤 14錠ヒー 卜の積極的購入
例
へルベッサ-R 14capヒー ト
ハルナール 14capヒー ト 他
(3)処方重量の送付システムの改良
(以前)
各科→医事課受付→料金計算→薬剤部→投薬
(改良後)
各科斗→医事課受付→料金計算
4薬斉IJ部→投薬
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Table. 3 薬袋印字システム
小西医療器世帯の薬袋印字システムを平成8年5月よ り導入。
|患者 lD番号入力 |医事課のデータを利用して患者氏名を
↓ lD番号により呼び出す。
|受付番号、診療科入力 |
↓ 薬袋の用法、日数、使用上の注意は
|薬袋内容入力 | テンキー主体のコード入力で行う o
E亙E
以上の/1慎序で薬袋が自動的に印字、作成される。
前回処方がある時は、そのまま使用することも可能。
端末 2台で入力業務をし、 2台の印字機により薬袋が作成。
結果
Fig. 1は処方筆受付番号での平均待時間をシステ
ム導入前後で比較したものである。明らかに、待時間
は短縮する傾向にあることがわかる。特に待時間の
ピーク時間が短くなっているのがわかる。
Fig. 2は処方筆枚数の似かよった同曜日での処方
筆の流れを示したものである。この図は薬剤部 Z却
での薬の受付時刻、できあがり時刻を、棒グラ i回
フで示したもので、グラフの長さは薬剤部での 石70
薬待時間を表している。白ぬき部分は導入前の 曲
待時間を示し、斜線部分は導入後を表している。 田
この図においても、薬待時間は明らかに短縮し
ていることが認められる。
考 察
最近の傾向として、処方筆1枚当たりの持IJ数
は増加している。そのために薬袋書記に要する
時間は薬待時間を左右する要因の 1つになって
いた。今回導入されたシステムは、
1)機械化による書記時間の短縮c1台約 6
枚/分印字可能)
2 )前回処方使用により、 2回目からの入力時 1畑
聞が短縮可能
3 )以前の様に個人の書記のスピードに関係な
く薬袋作成可能(入力操作をできるだけ簡
略化したため)
1) ~ 3)の様な理由で処方内容に関係なく
一定時間内に一定量の薬袋を個人差なく作成可
能にした。そのために薬待時間の律速段階の一
つがスピードアップしたため、薬のできあがり
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も早まる傾向にあるのだと考えられる。
また、薬袋書記が早く終了するため、 書記を行って
いた約 2名が比較的早い時間に調剤に参加可能とな
る。このことも待時間短縮の要因と考えられる。
まとめ
今回当院薬剤部に導入されたシステムは、調斉IJ業務
の中の、薬袋印字というほんの一部分のシステム化で
ある。これによりある程度は、薬待時間は短縮する傾
向にある。しかし、 このシステム導入をよりいっそう
待時間短縮へとつなげるためには、調斉Ij業務全体の流
れを再考する必要があると思われる。前回報告した調
剤過誤の問題も含め、 「患者さんに正確なお薬を、医
師の指示通り間違いなく投薬する」という薬剤部の役
割を考える時、将来的には、医師によるオーダリング
システムも考慮すべきであり、このシステム導入はそ
の薬剤部としての第一歩であると考えている。
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Fig. 1 処方筆受付番号における平均待ち時間の分布
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F ig. 2 処方筆枚数の似た同じ曜日での処方筆の流れ
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A Study of Patient Medicine-Waiting Time Changes after 
Utilization of Automatic Printer 
Ikuko YOSHIDA 
Division of Dispensary， Komatushima Red Cross Hospital 
For a better service， patient medicine-waiting time is desired as shorter as possible. In the Division of 
Dispensary， much endeavor has been tried to shorten the waiting time. With the utilization of automatic 
medicine-bag printing system， we reported the changes in patient medicine-waiting time occurred before 
and after the use of the printer. It was found that the waiting time was inclined to be shorter because of the 
m uch shorter time used by the automatic printer than that used by hand writing on the medicine bag. In 
future it is designed to extend the working range of the printer to include prescribes for hospitalized 
patients in order to shorten drug preparation time and use the saved time to instruct patient of 
medicine-taking method and do DI activities. 
Keywords : medicine-waiting time ; automatic medicine bag printing system 
Komatushima Red Cross Hospital Medical Journal 2: 132 -134 ， 1997 
134薬袋印字システム導入後の薬待時間の調査 Komatushima Red Cross Hospital Medical Journal 
